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＜評価コメント＞  

 中部圏に次世代医療機器産業基盤の構築を目指した取り組みを行った。また、信州大学との連

携や、医療機器産業支援センターを設置し法人化に向けて準備を進める等、事業終了後の自立化

を目指した手堅い計画である点は評価できる。 

  本拠点の１つの特色である「モノづくり企業データベース」はより一層の充実が期待される

ところであり、今後の管理・運用も含めた活用も検討されたい。 

また、医療機器開発の公募事業への申請件数が未達となったが、自立化に向けての財源や事

業運営のあり方を含め、今後の活動の中で検討し、より一層の成長を期待したい。 
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